
【応募作品の概要・要旨など】 ＊A4 用紙１枚にフォントサイズ 10.5pt にて記載してください。 

 

作品の名称 
※20 文字以内で記入 

万能まな板 
 

対象者の 

領域 

※該当する項目( )に〇を入れる。 

身体障害（〇）、精神障害（ ）、発達障害（ ）、高齢者（○）、 

その他（                        ） 

自助具の 

分類 

※該当する項目( )に〇を入れる。 

食事動作（〇）、整容動作（ ）、更衣動作（ ）、排泄動作（ ）、入浴動作（ ）、 

コミュニケーション（ ）、趣味・余暇活動（ ）その他（               ） 

用具の種類 

※該当する項目( )に〇を入れる。 
 

工夫・改良品（ ）、個別製作品（○） 

※ 工夫・改良品市販品を工夫・改良し活用しやすくした物、個別製作品アイデアから個別に製作したオリジナルな物、  

とする 

応募作品の 

概要 

※作品の目的や効果、特徴、新規性・独創性（オリジナリティー）などを簡潔に記載する。 

私たちは、片麻痺がある方でも片手で調理できるまな板を作成した。まず、片手で調理す

るためには食材をまな板に固定する必要がある。既存の自助具では調理板に釘がついてお

り、そこに食材を刺すことで固定させていた。しかし、怪我をする危険性や取り外しができ

ず難があると考えた。そこで、固定用具としてゴムを使用し、上から押さえて固定すること

で安全性を高めたまな板を考案した。また、ゴムの上下や左右の位置を調節できるようにし

たことで、食材の大きさを選ばずに使用することが可能となっている。 

 

工夫した 

ポイント 

・ゴムの上下、左右の位置を調整できる。 

・クランプの取り外しが可能なため、別のまな板に付け替えることができる。 

・まな板の裏面には滑り止めが付いているため、片手でもしっかり固定して調理することが

できる。 
 

利用上の 

留意点 

※使用上の注意点、耐久性、衛生面といった留意点を記載する。 

・肉や魚などの生物は衛生面から使用に適さない。 

・玉ねぎなど丸く安定性の低い食材は固定するのが難しい場合がある。 
 

【応募作品の紹介】＊A4 用紙２枚以内にフォントサイズ 10.5pt にて記載してください。 

 



 

作

製

の

準

備 

※使用材質、道具、工具、材料費、などを記載する。 

まな板 300 円 

デスククランプ２個 772 円 

PP シート 600 円 

滑り止めシート 100 円 

パジャマゴム 100 円 

アロンアルファ 100 円 

              計 2000 円程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応

募

作

品

の

特

徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作品の外観、作り方・製作過程、活用場面について写真と説明文を用いて記載する。 

※画像は最大 10 枚とし、自助具の特徴や使用状況が分かるような写真を使用する。 

 

1．作品の外観（表面） 

 
2．作り方・製作過程 

① PP シートをまな板（裏面）の段差にあわせてハサミを使って切る。 

② アロンアルファを使い，まな板の裏面に貼る。 

③ 貼り付けた PP シートに滑り止めを貼る（PP シートは滑り止めを貼りやすくするため使用した）。 

 

④ デスククランプの高さを調節するねじにパジャマゴムを縫い付ける

 

 

 

 

PP シート 

滑り止め（四つ角） 

パジャマゴム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応

募

作

品

の

特

徴 

⑤ デスククランプをまな板の両側に取り付ける。 

 
 

 

3．活用場面 

身体障害の片麻痺などにより、片手しか使えない方がまな板で食材を切る。 

その際、食材の大きさにより、クランプを移動させたり、パジャマゴムが伸びることで、食材を固定し

やすくなる。 

 

       人参            玉ねぎ 

 
    ピーマン          玉ねぎを切る場面 

 

＜写真の使用に関して＞ ※該当する項目( )に〇を入れる。 

用いている写真に個人情報が含まれる場合： 

⇒対象者に同意を得ている（  ）、対象者に同意を得ていない（  ）、該当せず（ ◯ ） 

※ご記入いただいた個人情報は、本コンテストの目的以外には一切使用致しません。 

デスククランプ 

デスククランプを

移動させることが

できる 


